
　

今
年
度
か
ら
五
年
間
、

文
部
科
学
省
の
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

事
業
」
の
研
究
開
発
校
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
は
平
成
十
四
年
度
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
そ
の
目
的
は
、
先
進
的
な
理
数
系
教
育
を
通
し

て
将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術
関
係
人
材
を
育
て
る

こ
と
で
す
。

　

本
校
は
そ
の
最
初
の
時
に
指
定
さ
れ
、
理
数
科
を

中
心
に
三
年
間
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
科
学
的
に
思

考
し
、
創
意
工
夫
す
る
力
を
育
む
た
め
の
教
育
課
程

及
び
研
究
方
法
の
開
発
」
に
取
り
組
み
、「
科
学
す

る
心
」
の
育
成
に
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

本
校
が
今
回
取
り
組
む
の
は
、「
科
学
好
き
の
裾

野
を
広
げ
、
科
学
技
術
系
人
材
を
育
て
、
そ
の
先
に

未
来
の
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
卓
越
研
究

者
）
の
育
成
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
」
で
す
。
今
年
度
は
、
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン

ス
や
東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ァ
ー
な
ど
一
年
生
を
主
対

象
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｊ

Ｏ
︱
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
講
座
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
講
演
会
な
ど
、
関
係

事
業
の
い
く
つ
か
は
全
生
徒
を
対
象
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
校
内
が
さ

ら
に
知
的
に
活
気
づ
き
、
生
徒
は
優
れ
た
資
質
に
磨

き
を
か
け
、
教
師
は
指
導
力
を
高
め
て
、「
興
譲
の

精
神
」
を
胸
に
世
界
で
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
出
す
、
そ

う
い
っ
た
夢
を
持
っ
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
た
く

さ
ん
の
不
思
議
体
験
、
感
動
体
験
、
知
的
体
験
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
指
定
終
了
か
ら
今
回
の
指
定
ま
で
７
年
間
の
期
間

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
継
承
事
業
と
し
て
、
学
校

設
定
教
科
『
生
涯
科
学
』
を
理
数
科
で
実
践
し
、
全
校
生
徒

を
対
象
と
し
て
校
外
学
習
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
継
続
す

る
な
ど
、「
科
学
す
る
心
」
を
つ
な
い
で
き
た
。
ま
た
、
平

成
十
九
年
三
月
に
は
、
山
形
大
学
工
学
部
と
高
大
融
合
協
定

を
締
結
し
、
大
学
の
講
義
を
本
校
生
が
受
講
で
き
る
等
の
制

度
構
築
も
進
ん
で
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
に
よ
り
、
前
回
指

定
時
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
柱
と
な
る
事
業
は
、
１
年
生

を
主
対
象
と
し
て
実
践
す
る
学
校
設
定
教

科
・
科
目
『
異
分
野
融
合
サ
イ
エ
ン
ス
』

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
教
科
が
協
働
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
学
問
領
域
を
融
合
さ
せ
、

地
域
の
科
学
関
連
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
各
種
団
体
、
大
学
や
研
究
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
体
験
的
な
実
験
講
座
や

演
習
、
企
業
訪
問
研
修
等
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
低
学
年
の
段
階
で
様
々
な
分
野
を

「
自
然
科
学
」
の
切
り
口
で
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
自
然
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心

が
増
大
し
、
あ
わ
せ
て
科
学
技
術
リ
テ
ラ

シ
ー
の
涵
養
を
促
す
取
り
組
み
と
な
る
。

異分野融合サイエンス コース例
伝統野菜へのサイエンスアプローチ、古文書
からみる文化と科学・文献解析、スポーツ・
保健とライフサイエンス、法と科学の哲学　
他

ＳＳＨオリエンテーション後の理数科集会の様子。
先輩より後輩へ「科学する心」を伝えてくれた。

発展型課題研究

卓越研究者の
素養を育む研修

日本の将来を担うサイエンスイノベーター育成

異分野融合サイエンスとフィールドワーク研修
（科学の裾野を広げる）（センス・オブ・ワンダー体験）

第24号

〒992-1443
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校　

長　

佐
　
藤
　
広
　
明

Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
校

指
定
を
喜
ぶ

理数教育の最先端、ＳＳＨに本校が指定

科学の裾野を広げる異分野融合サイエンス
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入
学
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
三
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
通
学
距
離
が
長

い
の
で
、
初
め
の
う
ち
は
通
う
の
だ
け
で

精
一
杯
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
中
学
と
は

全
く
異
な
る
環
境
の
な
か
で
時
間
と
課
題

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
学
校
生
活

に
慣
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

入
学
し
て
ま
も
な
く
、
宿
泊
研
修
や
応

援
練
習
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し

て
興
譲
館
生
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
例
年
に
な
い
取
り
組
み

で
進
ん
で
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
自
分

た
ち
の
将
来
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
科
学
す
る
心
を
養
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
い
ろ
ん
な
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
四
月
に

で
あ
っ
た
二
〇
五
名
の
新
し
い
仲
間
と
共

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
ず
つ
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

　

四
月
初
め
の
入
学
式
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

三
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
勉
強
、
部
活
動
に
励
む

娘
の
毎
日
の
生
活
を
見
て
い
る
と
、「
自
分
の
高

校
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
？
」
と
思
わ
ず
過
去

を
振
り
返
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。

　

自
分
の
夢
や
目
標
を
持
ち
、
前
に
進
も
う
と
す

る
あ
な
た
の
姿
は
、
と
て
も
眩
し
く
感
じ
ま
す
。

　

高
校
時
代
の
三
年
間
は
中
学
時
代
の
三
年
間
よ

り
時
間
が
早
く
進
む
も
の
で
す
。
一
日
一
日
を
大

切
に
し
、
文
武
両
道
を
目
指
し
、
自
分
の
夢
の
実

現
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

興
譲
館
高
校
で
、
良
き
師
に
出
会
い
、
良
き
友

と
切
磋
琢
磨
し
、「
仁
」
の
心
を
持
つ
人
に
な
れ

る
よ
う
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

祝  入 学
春来たる～新たな興譲館生誕生～

太
　
田
　
か
す
み

（
宮
内
中
出
身
）

�
興
譲
館
に
入
学
し
て

保
護
者
か
ら
の
エ
ー
ル

砂
　
川
　
和
　
彦

「
文
武
両
道
」
を
目
指
し
て
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男女総合優勝 ３の５ 男女総合２位 ３の２

３　位 ３の４ ４　位 ３の３ ５　位 ３の１

男子サッカー ３の５ 女子サッカー ３の２ 男子バレー ３の３

女子バレー ２の３ 20人21脚 ２の４ 長縄跳び ３の５

男子騎馬戦 ３年生 女子綱引き ３年生

６月
７･８日 興譲館の熱い夏 体育祭

　～３年生上位独占～
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８
月
20
日

始
業
式

　
　

24
日
～

文
化
祭
（
～
25
日
）

９
月
８
日
～

秋
季
地
区
高
校
総
体
（
～
９
日
）

　
　

19
日

創
立
記
念
式
典

　
　

26
日
～

中
間
考
査
（
～
28
日
）

　
　

28
日

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
②

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス

10
月
13
日
～

県
新
人
大
会
前
期
（
～
14
日
）

　
　

12
日
～

県
高
文
祭
（
～
14
日
）

　
　

18
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

21
日

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

一
年
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
　

24
日

高
鍋
高
校
と
の
交
流
（
～
26
日
）

11
月
３
日
～

県
新
人
大
会
後
期
（
～
４
日
）

　
　

13
日
～

二
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

（
～
15
日
）

　
　

15
日
～

一
年
東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー

（
～
16
日
）

　
　

29
日
～

一
・
二
年
期
末
・
三
年
学
年
末
考
査

（
～
12
月
４
日
）

12
月
５
日

Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
講
演
会

　
　

４
日

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス

　
　

21
日

終
業
式

　
　

25
日

異
文
化
融
合
サ
イ
エ
ン
ス

　

私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
四
月
に
新
入
部
員
五
名
を
迎
え
、
男
女
と
も

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８
」
の
目
標
を
掲
げ
て
今
年
度
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
六
月
、
東
北
大
会
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
か
け
た
県

高
校
総
体
で
は
男
子
は
全
種
目
制
覇
を
達
成
。
女
子
は
惜
し
く
も
団
体
と
個

人
サ
ー
ブ
ル
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
二
名
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

興
譲
館
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
強
さ
は
「
チ
ー
ム
力
」
で
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
が
個
人
競
技
で
あ
る
以
上
実
際
に
競
技
場
に
立
つ
の
は
選
手
一
人
一
人
で

す
が
、
そ
の
大
会
ま
で
の
練
習
の
過
程
で
あ
っ
た
り
本
番
で
の
応
援
だ
っ
た

り
、
仲
間
と
一
緒
に
戦
う
こ
と
で
自
分
の
能
力
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
ま
す
。

こ
の
「
チ
ー
ム
力
」
は
興
譲
館
が
全
国
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
勝
っ
て
い
る
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

女
子
は
東
北
大
会
で
こ
の
チ
ー
ム
力
を
団
体
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
示
し

ま
し
た
。男
子
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、団
体
で
出
場
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ

た
女
子
の
分
ま
で
、
ま
た
先
輩
・
後
輩
達
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
Ｏ
Ｂ

の
方
々
へ
の
感
謝
を
結
果
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
興
譲
館
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
の
「
チ
ー
ム
力
」
で
全
国
の
舞
台
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
ま
す
！

平成24年度　置賜地区高等学校春季総合体育大会
平成24年５月12～13日

○団体
〈第１位（優勝）〉 バドミントン女子　　フェンシング男子

柔道女子　　水泳女子
〈第２位〉
　サッカー　　フェンシング女子　　ホッケー男子　　野球
　ホッケー女子　　剣道男子　　剣道女子　　山岳
　陸上女子／総合　4×100ｍR　4×400ｍR　トラック総合
〈第３位〉
　ソフトテニス男子　バスケットボール男子
　バスケットボール女子　　バレーボール　　弓道女子
　柔道男子　　卓球男子　　卓球女子
　陸上男子／4×100ｍR　4×400ｍR
○個人
〈第１位（優勝）〉
　バドミントン女子／ダブルス・シングルス
　フェンシング男子／サーブル
　フェンシング女子／エペ・サーブル
　弓道男子　　剣道男子　　硬式テニス女子／シングルス
　柔道男子／－66kg級　 －73kg級　－90kg級
　柔道女子／－52kg級　 －57kg級　－78kg級
　水泳男子／50ｍ自由形
　水泳女子／200ｍ自由形　100ｍ平泳ぎ　200ｍ平泳ぎ

100ｍ背泳ぎ　200ｍ背泳ぎ
400ｍメドレーリレー　400ｍリレー

　陸上女子／5000ｍ競歩
〈第２位〉
　バドミントン女子／ダブルス・シングルス
　フェンシング男子／エぺ　　フェンシング女子／エぺ
　硬式テニス男子／ダブルス・シングルス
　硬式テニス女子／ダブルス　　柔道男子／－60kg級
　水泳男子／100ｍ自由形　　陸上男子／走高跳
　陸上女子／100ｍ 200ｍ
〈第３位〉
　ソフトテニス男子　　バドミントン女子／シングルス
　フェンシング男子／フルーレ・エぺ・サーブル
　フェンシング女子／フルーレ・サーブル　　剣道女子
　硬式テニス女子／シングルス
　柔道男子／－60kg級　－66kg級　　陸上男子／三段跳
　陸上女子／100ｍ 200ｍ
　 　

平成24年度　山形県高等学校総合体育大会
平成24年６月１～３日

○団体
〈第１位（優勝）〉 フェンシング男子
〈第２位〉 ホッケー男子　ホッケー女子　フェンシング女子
〈第３位〉 柔道女子
○個人
〈第１位（優勝）〉 フェンシング男子／フルーレ・エぺ・サーブル

フェンシング女子／フルーレ・エぺ
〈第２位〉 柔道男子／－73kg級　　陸上男子／八種競技

フェンシング女子／エぺ・サーブル
〈第３位〉 バドミントン女子／ダブルス　　弓道男子

柔道女子／－78kg級
フェンシング男子／サーブル
フェンシング女子／サーブル

　 　

東 北 高 校 選 手 権
○団体
〈第２位〉 フェンシング女子
○個人
〈第１位（優勝）〉 フェンシング女子／エペ
〈第２位〉 柔道男子／－73kg級
〈第３位〉 フェンシング男子／サーブル

❖ 

二
学
期
の
行
事
予
定 

❖

高等学校総合体育大会

フェンシング―――インターハイへ
バドミントン女子　―　地区５連覇
柔道男子個人―――東北大会２位

高
校
総
体
を
通
し
て

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部　

近
　
野
　
洋
　
平
（
高
畠
四
中
出
身
）

部 活 動 の 記 録
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